
主催：お茶の京都DMO（一般社団法人京都山城地域振興社）
協力：宇治観光ボランティアガイドクラブ
後援：公益社団法人宇治市観光協会

毎年、宇治川畔一帯で開催される「宇治茶まつり」では、お茶
にまつわる各種祭事が行われます。
今回、宇治観光ボランティアガイドクラブのベテランガイドが
宇治茶まつりの深いみどころや個人では普段見られない碾茶炉
などを５名前後の少人数単位で、丁寧にご案内いたします。

お茶券2,500円
付き

やましろちーたび事業

行程（主な見どころはチラシ裏面参照）【全行程約３ｋｍ】
京阪宇治駅前観光案内所出発（8:50）→茶園→茶問屋・茶商の街並み→宇治橋→源氏物語ミュー
ジアム→宇治上神社→興聖寺→朝霧橋→中の島→福文製茶場→平等院前解散

※解散後、オプションで平等院にご案内します（別途、拝観料600円が必要）。
※お茶券2,500円分について、お使いいただける場所はコースに入っております。

京都府山城広域振興局では、新しい仕事や働き方で継続的な地域づくりを目指す取り組み「京都地域力ビジネス（京都ちーびず）」を応

援しています。ちーたび（地元ガイドの交流まちあるき）は、各地のちーびずを応援する民間と京都府の協働広報事業です。



●宇治茶まつりの祭典の見どころ

・名水汲上げの儀（宇治橋三の間 午前9時～）
宇治橋の三の間で水を汲んで、伏見城(豊臣秀吉)での茶会に使用したとの説があります。
(通圓茶屋には釣瓶があります。)「三の間の水は甘い」という民話で、宇治川の水が茶の湯に向
くと言います。お茶壺道中の出立するとき、茶師一同が宇治橋北側までお見送りをしたそうです。

・御献茶式（興聖寺本堂 午前10時～11時20分ごろ）
興聖寺は仏徳山と号する曹洞宗のお寺で道元禅師を開祖とし、1236年に伏見深草に建てられたの
ですが途中で廃絶し、1649年、当時の淀城主、永井尚政によって、宇治七名園の一つの朝日茶園
であった現在の場所に再興されました。
献茶式は、名水が興聖寺に運ばれると、「茶壷口切の儀」が執り行われます。茶壷には新茶が封
じられており、古来の作法通りに茶壷の口を切り、それを石臼で碾いて抹茶に仕上げます。
宇治橋三の間から汲み上げた名水を使ったお湯でお茶を点て、茶祖に献茶されます。

・茶筅塚供養（興聖寺門前 午前11時30分～正午）
「茶壷口切の儀」の後、興聖寺山門横の茶筅塚で使い古した茶筅の供養法要が営まれます。

●お茶券のご利用について（本ツアーでは、お茶券のご利用できる場所にご案内します。）
・茶席券・・・興聖寺、宇治上神社拝殿、京都府茶業会館のうち、２カ所でご利用いただけます。

（ただし、興聖寺本席は時間がかかりますので、ツアー時間内でご利用できない場合
があります。）

・点心券・・・宇治上神社社務所でご利用いただけます。お持ち帰りもできます。
・お茶のみコンクール・・・宇治公園橘島で、茶香服を簡略化したものをお楽しみいただけます。
・お楽しみ抽選会・・・・・宇治公園橘島で、ハズレなしの抽選会に参加いただけます。煎茶など

が景品です。
・源氏物語ミュージアム入館割引券・・・ガイドがご案内いたします。割引後４００円は、

入館の際、参加者のご負担となります。
●特別見学・・・福文製茶場
摘まれたお茶の葉を蒸しにかけ、空気で吹き上げられて縦に長い長い蚊帳のようなところを
ヒラヒラと水分を飛ばしながら落ちてくる。その後、さらに２００℃程の「堀井式碾茶炉」
で乾燥、茎と葉に選別。ここの堀井式碾茶炉は宇治で二番目に古く、乾燥する炉も英国レン
ガ造りです。

ツアー申込書

電話0774-25-3239 FAX0774-25-3238 E-mail: dmo@ochanokyoto.jp

お茶の京都ＤＭＯあて

申込期限：平成２９年９月２９日（金）必着

フリガナ

お名前（代表者）

お住まい

電話番号
参加人数
（代表者除く）

お問い合わせ先
お茶の京都ＤＭＯ（一般社団法人京都山城地域振興社）
TEL０７７４－２５－３２３９
受付時間９：００～１７：００ ※土日・祝日除く

※参加証は発行しませんので、集合場所に
直接お越しください。
※個人情報は本件の目的以外には使用いた
しません。
※参加費は集合場所でお支払いしてくださ
い。
※集合場所には駐車場はありません。


